
青少年交流プラザ（本館・分館）の管理運営状況

１　基本情報 ＜所管局：子ども青少年局＞

指定期間

２　評価結果
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　【総合評価】

指定管理者 トヨタエンタプライズ・ShoPro共同事業体

主な業務内容 名古屋市青少年交流プラザの管理運営業務を適正かつ円滑に実施すること。

評価対象期間 令和7年4月～令和8年3月 令和5年4月～令和10年3月

評価項目

1
基
本
事
項

(1) 平等利用 市民の利用にあたって不公平が生じていないか。

(2) 開館の実績 供用日・供用時間が遵守されているか。

(3) 情報管理 情報の管理・保護が適切になされているか。

(4) 職員体制 職員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。

(5) 法令等の遵守 法令、協定書等を遵守しているか。

(6) 事故・災害等への対
　　策・対応

事故・災害等発生時の対策・対応が行われているか。

２
維
持
管
理

(1) 建物・設備の保守点
　　検

建物・設備が適切に管理されているか。

(2) 警備業務 安全で安心感のある環境を確保しているか。

(3) 清掃業務 利用者が快適に利用できるような状態が保持されているか。

(4) 備品の管理 備品が適切に管理されているか。

(5）衛生管理（分館の
み）

施設を衛生的に管理しているか。

利用者拡大のため、
新たな広報を取り入
れるなどの工夫を
行っている。

(2) 利用案内・窓口対応 利用者にわかりやすい施設案内の工夫がされているか。

(3) 接客態度 接客態度、服装等は適切か。

(4) 広報・ＰＲの実施 広報・ＰＲは適切に行われているか。

(5) 利用者満足度 満足度調査を実施し、サービス向上に努めているか。

(6) 苦情・要望の把握・
　　対応

利用者の意見や苦情について迅速に対応できているか。

４
事
業

(1) 事業計画 目的や長期的な視点をもった事業計画を立てているか。

児童館を始め各種施設や各種団体等と連携した事業展開が適切に
図られているか。

３
サ
ー
ビ
ス

(1) 利用実績 利用者数の向上のために積極的に取り組んでいるか。

ユースボランティア
活動や企画委員会事
業を充実させるとと
もに、アウトリーチ
型事業を継続して実
施し、地域とのつな
がりを広げている。

(2) 事業参加実績 事業参加者数増に向けて積極的に取り組んでいるか。

(3) 人につながる支援事
　　業

青少年が他者との関わりの中で受け止められ、安心して過ごすこ
とができ、自立できるよう支援する事業が適切に実施されている
か。

(4) 地域・まちにつなが
　　る支援事業

青少年が地域やまちに接点を持ち、地域やまちの取り組みに参加
できるよう支援する事業が適切に実施されているか。

(5) 地域・まちに働きか
　　ける支援事業

青少年が主体的に参画したり、地域やまちに対する意見を表明し
たりできるよう支援する事業が適切に実施されているか。

(6) 各種団体・施設等と
　　の連携

所管局のコメント・特記事項等

　安定した施設運営が行われており、利用者満足度調査においても９割を超える利用者から高評価を得ている。利用率上
昇のため、新たな広報の手法を取り入れるなど工夫をした点は評価できる。本館分館ともに引き続き利用者の意見を聞き
ながら、利用率向上のため積極的に取り組んでいただきたい。
　事業面については、総合支援プログラムに基づき、青少年の発達段階に応じた事業が着実に実施されている。ユースボ
ランティア活動やアウトリーチ型事業の実施により、青少年が地域やまちとの接点を持ち、多様な地域活動に参加する機
会が充実している点は評価できる。今後は、こうした経験を基盤として、青少年の主体的な参画や意見表明の機会がさら
に広がることを期待したい。

５
経
費
等

(1) 執行状況 指定管理料の執行等は適正になされているか。

(2) 使用料 適正に収受・管理されているか。

(3) 再委託 再委託の方法は適正か。



施設の現状

青少年交流プラザ（２か所）

※支出のうち「その他」欄は、経常修繕費等を記載

オープンスペース利用者数 70,520

7,322

5,253

令和5年度単位

人

人

プレイルーム・研修室等利用者数 人

181,302

※青少年交流プラザ、青少年宿泊センター（分館）をまとめています

【共通】社会性および主体性に富み、人間性豊かで活力あふれる青少年の育成を目的とする施設であ
り、青少年の社会との関わり方の度合いに応じて育成する総合的な支援プログラムに基づき、青少年の
自立支援や社会参加・参画活動を促進する取組みを実施するほか、青少年が気軽に立ち寄れるオープ
ンスペースもあります。また、青少年交流プラザを本館、青少年宿泊センターを分館として位置づけ、両
施設の特徴を活かしながら、青少年の自立に向けた支援や、社会参加・参画活動の促進を一体的に
行っています。

　【本館】活動の拠点となるプレイルームや音楽スタジオ（2室）、活動室（6室）、ミーティングルーム（2室）
の提供などを行っています。
　【分館】主に青少年団体を対象に宿泊室（15室）、体育室、活動室その他の研修室を提供しています。

利用料金
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117,064

7,939 6,912

指標

特記事項

その他特定財源

208,318

使用料

3,214

一般財源

宿泊利用者数

令和5年度から分館におけるオープンスペース利用者数（自由来館者数）の集計開始。令和5年度は実
数、令和6年度は集計方法を変更し本館に合わせ、1時間毎の延べ数となっている。
令和７年１月から２月までの期間は受変電設備等更新工事のため、分館は休館している。
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市の収支状況(千円)　（7年度決算(見込)額）

7,517

施設概要

取組状況

23,802

特記事項

9,223人

社会参加参画に関わる事業参加者
数

105,853 127,619 127,722 140,152

施
設
の
現
状

指定管理料

194,694

その他

13,624

計


